
メモリ運転データに従い、位置決め動作を
連続的に実行します。

MCコマンドテーブルライブラリ

MCコマンドテーブルライブラリが解決します！

コントローラ　NJ/NX/NYシリーズ用　Sysmac Library

「コマンドテーブル（メモリ運転）FB」を使えば、使い慣れたコマンドテーブル(メモリ運転 )方式でのモーション動作の記述ができ、

動作パターンの変更時もプログラム修正が不要になります。

連続位置決めのプログラムを簡単に記述したい

課題1 単純な連続動作は、使い慣れたコマンドテーブル(メモリ運転)方式の方が効率的だが、
PLCopen®準拠 モーション制御ファンクションブロックではサポートされていない

課題2 動作パターンを変更するときに、プログラムを修正する必要がある

システム構成例
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(テーブル方式)

Y Z θ

X

コントローラ
NJ/NX/NYシリーズ
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項目 仕様

位置決めポイント数

実現可能な機能

補助機能

最大600点までの位置決めポイントが設定可能です。

最大4軸までの同時PTP 動作が可能です。

最大4軸までの直線補間動作が可能です。

2軸の円弧補間動作が可能です。

PTP

直線補間

円弧補間

動作パターン

その他

単独動作／連続動作／連続軌跡の機能があります。

汎用Mコード、ドウェルタイマなどの機能があります。



Sysmacは、オムロン株式会社製FA機器製品の日本及びその他の国における商標または登録商標です。
EtherCAT®は、ドイツBeckhoff Automation GmbHによりライセンスされた特許取得済み技術であり登録商標です。
EtherNet/IPTMはODVAの商標です。
その他、記載されている会社名と製品名などにつきましては、各社の登録商標または商標です。

SBCZ-039D 2026 3

 Web

I-Web

FA
https://www.fa.omron.co.jp/contact/tech/chat/?WT.mc_id=300068904cs00017

0120-919-066

OMRON Corporation 2015-2026  All Rights Reserved.C

www.fa.omron.co.jp

     055-982-5015
 9:00 17:00 12/31 1/3

形NX701-1□□□/ 形NJ101-1□□□*1 

形NJ501-□□□□/ 形NJ301-□□□□

形NX1P2-1□□□□□(1)*2

形NX102-□□□□

形NX502-□□□□

形SYSMAC-SE2□□□

形R88D-KN□□□-ECT

Ver. 1.10 以降

Ver. 1.10 以降

Ver. 1.13 以降

Ver. 1.30 以降

Ver. 1.60 以降

Ver. 1.14 以降

Ver. 2.10 以降

名称

対象形式
形式 バージョン

マシンオートメーションコントローラ
NJ/NXシリーズ CPUユニット

オートメーションソフトウェア Sysmac Studio

形NY5□□-1

形NY5□□-5

Ver. 1.12 以降

Ver. 1.18 以降
産業用PCプラットフォーム
NYシリーズ IPC マシンコントローラ

G5シリーズサーボドライバ

1Sシリーズサーボドライバ

FB名

FB仕様
名称 機能

MCCmdTblコマンドテーブル（メモリ運転）
モーション制御機能モジュールで定義された軸グループに対し、コマンドテーブル（メモリ
運転）データに指定された位置決め動作を連続的に実行するファンクションブロックです。

コマンドテーブル（メモリ運転）FB
下図のように軌跡制御は、PTP、直線補間、

円弧補間の多重起動を切り替えて実現されるが、

コマンドテーブル（メモリ運転）FBなら1つのみで可能。

MCC mdTbl_Instance

\\OmronLib\MC_ComdTblMCCmdTbl
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Error

ErrorID

ErrorID Ex

配列化された位置データ
(テーブル方式)
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*1. 形NJ101-10□□で本FBを使用する場合、実サーボ軸は最大2軸までしか使用できません。
*2. 形NX1P2-10□□□□では本FBを使用する場合、実モーション制御サーボ軸は最大2軸までしか使用できません。

形R88D-1S(A)N□□□-ECT
形R88D-1SN□□□-ECT-51

Ver. 1.0 以降
Ver. 2.0 以降
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